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20
歳
に
な
る
と

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

国
民
年
金
は
20
歳
の
誕
生
日
の
前

日
に
加
入
し
ま
す
。
国
民
年
金
の
加

入
者
は
3
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
て
、

加
入
種
別
ご
と
に
手
続
先
が
異
な
り

ま
す
。

◆�

自
営
業
者
・
学
生
等

（
第
1
号
被
保
険
者
）

20
歳
に
な
る
と
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」
と
「
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
」
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。
令
和
3
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
は
月
額
1
万
6
6
1
0
円

で
す
。
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
人

は
、「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
制
度
（
学
生
は
学
生
納
付
特

こんなとき 届出先 必要なもの
就職したとき 勤務先 勤務先で確認

結婚し会社員な
どの配偶者の扶
養に入るとき

配偶者の勤務先
（住所や氏名を変更
する場合も配偶
者の勤務先に届
け出てください）

配偶者の勤務先で確認

退職したとき

国保年金課
 （第1号被保険
者資格取得の手
続をします）

退職した勤務先から発行 
される「脱退連絡票」、
年金手帳等

離婚・収入増加
などで配偶者の
扶養から外れた
とき

配偶者の勤務先から発行 
される「脱退連絡票」、
年金手帳等

60歳未満の第3
号被保険者の配
偶者が65歳に達
したとき

年金手帳等
※�配偶者の65歳の誕生日

の前日以降に手続をし
てください。

海外に転出する
とき 国保年金課 年金手帳等

未来の自分にゆとりを 

国民年金は、日本国内に住む20歳以上60歳未満の全ての人に加入が義務づけられて
いて、受給の資格を満たす人に、生涯にわたって基礎年金が支給される制度です。
きちんと受給するためには、いつ、どんな手続が必要なのか知っておくことが大切です。
今回は、生活環境の節目ごとに必要な国民年金制度の手続を紹介します。

 年金額を増やせる「任意加入」 
【在外任意加入】
海外に住む日本人は、国民年金に

任意加入することができます。
【高齢任意加入】
将来受け取る年金額を満額に近づ

けたい人や、受給資格期間が不足し
ている人は、60歳から国民年金に任
意加入することができます。
※�国民年金保険料は、第1号被保険
者と同じです。また、加入状況に
よっては任意加入できない場合が
あります。

※�任意加入を希望する人は、富士年
金事務所または国保年金課で手続
をしてください。

 年金は若い人にとっても大切です 
【老齢基礎年金】
受給資格期間が10年以上ある人に原則65歳から支給されます。
※�受給資格期間は、国民年金保険料を納めた期間（保険料免除
期間・納付猶予期間・学生納付特例期間を含む）を指します。

【障害基礎年金】
国民年金加入中に、病気やけがで障害が残ったときに支給さ
れる場合があります。20歳前の障害についても支給の対象とな
ります。
【遺族基礎年金】
国民年金加入中の人または保険料納付済期間と保険料免除期
間などを合算した期間が25年以上ある人が死亡したとき、その
人によって生計を維持されていた遺族（子のある配偶者または
子）に、子が18歳に到達した年度の末日までの間、支給されます。
そのほか、要件を満たしていると「死亡一時金」や「寡婦年金」
が支給されます。

八八

年金豆知識

問合せ　�日本年金機構 富士年金事務所（横割 3-5-33）　☎61-1900 
国�保年金課国民年金担当（市役所3階）　☎55-2755　551-2521

生活環境が変わったら、届出が必要です！

※�海外在住で日本に住所がない期間は受給資格期間に含まれ
ますが、将来受け取る年金額には反映されません。

国民年金の手続はお済みですか？ 年金の給付について詳し
くは、富士年金事務所に
問い合わせるか、日本年
金機構ウェブサ
イトをご覧くだ
さい。
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会
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・
公
務
員
等

（
第
2
号
被
保
険
者
）

勤
務
先
で
厚
生
年
金

加
入
の
手
続
を
し
ま
す
。

20
歳
未
満
で
も
厚
生
年
金
の
制
度
が

あ
る
会
社
に
就
職
し
た
場
合
、
厚
生

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆�

厚
生
年
金
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者（
第
3
号
被
保
険
者
）

配
偶
者
の
勤
務
先
で
国
民
年
金
加

入
の
手
続
を
し
ま
す
。

※
令
和
４
年
4
月
か
ら「
年
金
手
帳
」

に
代
わ
り
「
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
年

金
手
帳
と
同
様
に
年
金
関
係
の

手
続
で
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

例
制
度
）」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。




